
介護・医療連携推進会議議事録 

 

令和８年 2月 19 日 

14：00～15：00 

 

１. 開会のあいさつ 

 

２. 参加者 

ケアマネージャー 13 名、訪問看護 11 名、高松市介護保険課 1 名、その他 ０名 

 

３. 実績報告 

利用者様人数や介護度。地域の医療機関やケアマネージャーとの連携実績の報告 

 

４. サービス事例報告 

＜事例１＞ 要介護１ 男性 （ターミナルケア） 

・薬の飲み忘れがあり、午前午後で生活援助を含み、利用開始となりました。 

介入２週間が経過した所、状態が急激に変化し、トイレまで行けず、排泄の失敗も増えていき、訪

問回数を見直しました。さらに、歩く事も難しくなり、ベッド上の生活となり、呼吸状態の変化も

あり、夜間帯の、安否確認を増やしました。サービス開始から１か月経過し、容態が悪化し、ご逝

去されました。 

状態が急激に変化する状況に対して、柔軟に対応することが出来ました。最期まで自宅で暮らし

たいというご本人様の強い希望を、かなえる事も出来ました。訪看や往診医との密な連携が必要な

状況にある為、報連相をしっかりと意識しながら、支援が出来たと思います。 

 

 

５. 質疑応答 

Ｑ.質問 夫婦で、定期巡回をご利用されている時の、時間の割り振りはどのようにされています

か？ 

 

Ａ.回答 時間を割り振って支援をしています。 

 


